
既存のホタテ貝殻粉末では形状が均一ではなく、そのままの状態では粒状化が困難で
した。そこで、粒状化が可能な粉末の大きさを調べるため何度も試験を繰り返し、既存
のホタテ貝殻粉末より細かく粉砕、接着剤を使用してパン型造粒機で粒状化する技術を
開発し、ホタテ貝殻を用いた粒状肥料の製造が可能となりました。
なお、粒状化するための接着剤として、北見市常呂町産のビートが持ち込まれる日本

甜菜製糖美幌製糖所（美幌町）から出
る廃糖蜜が使用されています。
2020年３月には粒状肥料専用工場が

完成し、４月から試験操業も始まって
います。

今後は、ニーズに併せてこれまでの
粉末状肥料の製造も続けながら、粒状
肥料の生産量を増やし、秋頃には生産
者への供給が計画されています。
ホタテ貝殻や廃糖蜜という北見市常

呂町の原料から作られた『オール常呂
の粒状肥料』で畑の土作りに貢献し、
生産コストの削減等により農家所得の
向上を目指しています。

【画像提供：常呂町産業振興公社】
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国内初！ホタテ貝殻から粒状肥料（土壌改良材）を製造！

【粒状肥料を製造する新工場】

株式会社常呂町産業振興公社のある北見
市常呂町はホタテを主体とした水産業が盛
んな地域です。しかし、大量に排出される
ホタテ貝殻の処理が課題となっていました。
そんな中、同公社は1979年に設立され、

産業廃棄物となっていたホタテ貝殻を使用
した粉末状肥料の製造を行ってきました。
一方で生産者からは、「粉末のため散布

の際に飛散することから、粒状にしてほし
い」など、作業効率が上がる粒状化を求め
る声が多く、それらの声を受けて2017年か
ら、北見工業大学と共に粒状化へ向けた共
同研究を開始しました。

株式会社 常呂町産業振興公社（北見市常呂町）

【パン型造粒機】
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編集後記

食料・農業・農村基本計画
令和2年3月31日に新たな食料・農業・農村基本計画が閣議決定されました。

↳ http://www.maff.go.jp/j/keikaku/k_aratana/index.html

《 詳しくはこちらの農林水産省ホームページをご覧ください。》

下記の農林水産省ホームページをご覧ください。
↳ https://www.maff.go.jp/j/budget/r2hosei.html

－令和2年度農林水産関係補正予算の概要が公表されています－

新型コロナウィルス感染症による社会的不安の報道が多い最近ですが、いよいよ本格的な農作業シーズ
ンとなりました。農作業事故には十分気をつけて、豊穣の秋を迎えられますように。（く）

https://www.maff.go.jp/hokkaido/kitami/index.html

